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沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
に
提
出
し
た
「
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
意
義
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
及
び
「
沖
縄
振
興
一
括

交
付
金
の
交
付
決
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
お
い
て
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
が
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年

法
律
第
十
四
号
）
の
目
的
で
あ
る
「
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
そ
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
振
興
を
図
り
、
も
っ
て
沖
縄

の
自
立
的
発
展
に
資
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
の
豊
か
な
住
民
生
活
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
の
趣
旨
に
基
づ
き
創
設
さ

れ
、
沖
縄
振
興
に
資
す
る
事
業
を
県
が
自
主
的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き
る
使
途
の
自
由
度
の
高
い
交
付
金
で
あ
り
、
県

の
主
体
性
を
よ
り
尊
重
す
る
沖
縄
振
興
策
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
の
直
轄
事
業
予
算
が
増
額
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
同
交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
は
「
沖
縄
の
自
主
性
を
尊
重
」
す
る
と
し
た
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
は
言
い
難
い
と
の
観
点
か
ら
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

本
件
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
四
月
三
日
に
「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
意
義
に
関
す
る
質

問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
一
三
五
号
）
及
び
「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の

交
付
決
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
二
〇
一
第
一
三
六
号
）
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
答
弁
を
踏
ま
え
、
再
度
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。 
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一 

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
四
半
期
別
に
、
①
交
付
決
定
さ
れ
た
事
業
件
数
、
②
交
付
決
定
額
、
③
未

交
付
額
及
び
④
未
執
行
額
を
示
さ
れ
た
い
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

の
交
付
決
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
「
い
ず
れ
も
年
度
単
位
で
把
握
し
て
い
る
が
、
四
半
期
ご
と

の
集
計
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
も
し
把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
適
正
な
交
付
・

執
行
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
数
字
を
把
握
す
べ
き
と
し
て
、
政
府
の
見
解
を
示
す
よ
う
求
め
た
が
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は

答
弁
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 

そ
こ
で
、
財
務
省
が
定
期
的
に
公
表
し
て
い
る
「
予
算
使
用
の
状
況
」
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
九
月
公
表
の
「
平
成
三
十

年
度
予
算
使
用
の
状
況
（
平
成
三
十
年
度
出
納
整
理
期
間
を
含
む
。
財
務
省
調
査
）
」
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
内
閣
府
所
管

沖
縄
振
興
予
算
（
特
別
会
計
へ
の
繰
入
含
む
）
の
執
行
状
況
は
、
第
一
・
四
半
期
が
六
・
四
％
、
第
二
・
四
半
期
が
五
・

二
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
・
四
半
期
は
二
十
五
・
四
％
、
第
四
・
四
半
期
は
六
十
三
・
〇
％
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
沖
縄
振
興
予
算
の
執
行
が
年
度
の
後
半
に
集
中
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

 
 

ま
た
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、
財
務
省
公
表
の
予
算
使
用
の
状
況
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
度
の
創
設
以
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降
、
各
年
度
の
四
半
期
別
に
、
予
算
執
行
額
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、
同
交
付
金
の
適
正
な
交
付
・
執
行
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
年
度
の
四
半
期
別
に
、
未

交
付
額
及
び
未
執
行
額
を
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、
予
算
執
行
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
沖
縄
県
等
の
補
助
事
業
者
が
円
滑
に
予
算
を

執
行
で
き
る
よ
う
、
補
助
事
業
者
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
、
「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
意
義
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
度
の
創
設
以
降
、
当
初
予
算
額
が
前
年
度
か
ら
「
増
減
さ
れ
た
理
由
」
が
頻

繁
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
答
弁
を
踏
ま
え
、
①
平
成
三
十
年
度
に
お
い
て
、
そ

れ
ま
で
の
「
繰
越
額
の
推
移
」
等
を
「
継
続
事
業
及
び
新
規
事
業
に
要
す
る
経
費
の
額
の
推
移
」
に
変
更
し
た
理
由
、
②

「
増
減
さ
れ
た
理
由
」
を
短
期
間
に
頻
繁
に
変
更
し
て
い
る
理
由
、
③
「
増
減
さ
れ
た
理
由
」
の
決
定
権
者
を
示
さ
れ
た

い
。 

五 

「
衆
議
院
議
員
下
地
幹
郎
君
提
出
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
の
意
義
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
に
よ
れ
ば
、
沖
縄

振
興
一
括
交
付
金
の
繰
越
率
及
び
不
用
率
は
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
の
創
設
以
降
、
両
者
を
合
計
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し
た
割
合
は
常
に
二
割
を
超
え
て
い
る
。
毎
年
度
、
多
額
の
繰
越
や
不
用
が
発
生
し
て
い
る
事
態
は
、
近
年
の
厳
し
い
財
政

状
況
に
も
鑑
み
て
重
視
す
る
と
し
て
い
る
会
計
検
査
院
の
効
率
性
及
び
有
効
性
の
観
点
か
ら
の
会
計
検
査
の
対
象
に
な
り
得

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
元
年
六
月
の
財
務
省
の
「
予
算
執
行
調
査
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
関
連
予
算
と
同
様
に
、
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
つ
い
て
は
、
多
額
の
繰
越
や
不
用
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
年
度
前
半
に
大
半
の
予
算
を
執
行
で
き
る
環
境
を
整

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


